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『
華
岡
青
洲
の
新
研
究
』

華
岡
青
洲
の
研
究
に
お
け
る
本
邦
の
第
一
人
者
で
あ
る
松
木
明
知
氏

が
こ
の
た
び
岩
波
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
華
岡
青
洲
の
新
研

究
」
を
限
定
出
版
さ
れ
た
。
華
岡
青
洲
は
日
本
の
外
科
学
の
祖
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
麻
酔
科
学
の
祖
で
も
あ
る
。
著
者
は
弘
前
大
学
医
学
部
麻

酔
科
学
教
室
の
教
授
を
な
が
ら
く
務
め
て
お
ら
れ
、
華
岡
胄
洲
を
論
じ

る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
医
史
学
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
十
五
年
に

〔
金
原
出
版
、
東
京
都
文
京
区
湯
島
二
’
三
一
’
一
四
、
電
話
○
三
’
三

八
二
’
七
一
八
四
、
二
○
○
二
年
四
月
二
○
日
、
Ａ
五
判
、
二
二
四

頁
、
定
価
四
五
○
○
円
〕

本
書
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
上
質
な
通
史
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
あ

え
て
注
文
を
い
え
ば
、
「
日
本
の
精
神
医
療
を
特
徴
づ
け
る
治
療
思
想
」

が
本
書
の
関
心
の
ひ
と
つ
だ
と
す
れ
ば
、
㈲
諸
外
国
と
比
較
し
て
の
日

本
の
治
療
思
想
の
特
徴
と
、
口
（
精
神
医
学
界
内
だ
け
の
思
想
の
流
れ

で
は
な
く
）
他
の
医
学
分
野
や
社
会
文
化
的
な
時
代
背
景
と
精
神
科
治

療
思
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
い
論
及
が
あ
っ
て
も
よ

か
っ
た
と
思
う
。
個
人
的
に
は
、
第
三
部
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
「
精

神
医
療
の
戦
後
史
」
が
著
者
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
る
日
を
待
ち
こ
が
れ

て
い
る
。

（
昼
田
源
四
郎
）

松
木
明
知
著

お
よ
び
華
岡
青
洲
の
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
胄
洲
が
全
身
麻
酔
下

乳
癌
摘
出
術
を
行
っ
た
の
は
定
説
よ
り
も
一
年
前
の
文
化
元
年
（
一
八

○
四
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
も
著
者
で
あ
る
。
こ
の

仕
事
の
以
降
も
精
力
的
に
華
岡
青
洲
の
研
究
を
な
さ
れ
、
日
本
医
史
学

雑
誌
を
中
心
に
そ
の
論
考
を
発
表
さ
れ
て
き
た
。
今
般
上
梓
さ
れ
た

『
華
岡
青
洲
の
新
研
究
」
は
、
著
者
の
最
近
の
仕
事
の
集
大
成
で
も
あ

る
。

著
者
が
華
岡
青
洲
の
研
究
発
表
を
す
る
ま
で
は
呉
秀
三
、
宗
田

一
の
二
氏
が
研
究
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。
特
に
呉
秀
三
氏
の
研
究

は
、
一
九
二
三
年
の
大
著
『
華
岡
冑
洲
先
生
及
其
外
科
」
に
集
大
成
さ

れ
て
お
り
、
青
洲
に
関
す
る
臨
床
、
学
統
、
系
譜
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に

及
ん
で
い
る
。
発
表
以
来
、
約
八
十
年
が
経
過
し
た
現
在
も
、
青
洲
研

究
者
が
座
右
に
お
く
べ
き
最
も
価
値
の
高
い
書
物
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

ら
な
い
。

著
者
は
、
呉
秀
三
氏
が
そ
の
著
書
の
中
で
華
岡
青
洲
自
筆
と
し
た

唯
一
の
書
物
で
あ
る
「
乳
巖
治
験
録
」
が
、
胄
洲
自
筆
の
記
録
で
な
い

こ
と
を
明
解
に
論
証
し
、
呉
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
い
る
。
呉
の
著
書
の

誤
り
や
多
く
の
未
解
決
の
問
題
を
指
摘
し
た
の
も
著
者
が
最
初
の
研
究

者
で
あ
る
。
こ
の
論
考
を
読
め
ば
、
誰
し
も
著
者
の
意
見
に
賛
同
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
著
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
す
ば
ら
し
さ
に
は
感
嘆
す

る
。
乳
巖
姓
名
録
に
記
載
さ
れ
た
一
五
五
名
の
患
者
の
う
ち
、
三
十
三

名
の
没
年
月
日
を
実
地
調
査
で
特
定
し
て
い
る
。
こ
の
事
も
、
呉
氏
以

後
の
医
史
学
者
が
誰
し
も
成
し
得
な
か
っ
た
偉
大
な
業
績
で
あ
る
。
こ
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の
業
績
に
よ
り
、
青
洲
の
乳
癌
手
術
の
予
後
成
績
が
窺
い
知
れ
る
。
次

い
で
、
華
岡
青
洲
の
系
譜
的
研
究
、
妹
背
佐
次
衛
家
の
系
譜
や
藍
屋
利

兵
衛
家
の
系
譜
も
実
施
調
査
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
は
、
青
洲
の
創
製
し
た
経
口
全
身
麻
酔
薬

で
あ
る
「
麻
沸
散
」
の
開
発
過
程
の
わ
か
る
唯
一
の
書
物
で
あ
る
。
こ

の
書
物
に
関
し
て
、
初
め
て
論
考
し
た
の
が
宗
田
一
氏
で
あ
り
、
薬

学
者
の
立
場
か
ら
こ
の
麻
酔
薬
の
開
発
経
緯
を
一
連
の
論
考
で
明
ら
か

に
し
た
。
し
か
し
、
著
者
は
宗
田
氏
が
発
見
し
た
二
種
類
の
写
本
の
み

な
ら
ず
、
合
計
四
種
の
写
本
を
新
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
十
分
に
比

較
検
討
し
、
な
ぜ
青
洲
が
こ
の
処
方
構
成
に
至
る
ま
で
に
十
年
近
く
の

歳
月
を
要
し
た
の
か
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
麻
沸
散
」
を

各
種
動
物
実
験
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
に
も
用
い
て
青
洲
が
人
体
実
験

し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
理
由
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、

著
者
は
実
験
医
史
学
と
も
称
す
べ
き
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
て
い
る
。

著
者
は
『
乳
巖
治
験
録
』
、
『
麻
薬
考
」
を
写
真
版
で
著
書
内
に
収
め

て
お
り
、
後
学
の
研
究
者
が
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
気
を
使
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
こ
の
著
書
を
一
段
と
す
ば
ら
し
い
も
の
と
し
て

い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
華
岡
青
洲
を
研
究
し
よ
う
と
思
え
ば
、
呉
秀
三
氏
の

書
物
以
外
で
は
、
森
慶
三
・
市
原
硬
・
竹
林
弘
編
「
医
聖
華
岡

冑
洲
」
、
南
圭
三
編
「
華
岡
胄
洲
」
、
上
山
英
明
著
「
華
岡
青
洲
先
生

そ
の
業
績
と
ひ
と
と
な
り
』
が
研
究
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
が

呉
氏
以
降
の
書
物
は
す
べ
て
呉
氏
の
言
及
さ
れ
た
内
容
を
踏
襲
し
て
い

る
。
著
者
は
偉
大
な
医
史
学
者
で
も
史
実
の
誤
認
が
あ
り
う
る
の
だ
と

日
和
田
邦
男
編

「
高
血
圧
研
究
の
歴
史
」

雑
誌
「
血
圧
」
誌
に
十
二
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
『
高
血
圧
研
究

の
歴
史
」
は
血
圧
測
定
の
リ
ヴ
ァ
・
ロ
ッ
チ
の
上
腕
カ
ブ
法
の
開
発
以

来
、
一
○
○
年
に
わ
た
る
高
血
圧
研
究
の
歴
史
と
そ
の
成
果
、
本
能
性

高
血
圧
の
成
因
、
遺
伝
説
、
中
枢
神
経
説
、
腎
臓
説
、
レ
ー
ン
・
ア
ン

ギ
オ
テ
ン
シ
ン
系
を
詳
述
し
、
さ
ら
に
二
次
高
血
圧
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。
後
半
で
は
降
圧
療
法
の
歴
史
、
薬
物
開
発
の
歴
史
、
薬
物
の

有
効
性
に
つ
い
て
述
べ
、
薬
物
療
法
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
初

期
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
を
論
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
二
十
一

世
紀
の
高
血
圧
研
究
の
方
向
を
議
論
し
て
い
る
。

〔
岩
波
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
’

三
、
電
話
○
三
’
三
二
六
三
’
七
○
七
八
、
二
○
○
二
年
十
月
十
三
日
、

菊
判
、
非
売
品
〕

初
め
て
批
判
し
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
『
華
岡
青
洲
の
新
研
究
」
は
今

後
色
槌
せ
る
事
な
く
、
華
岡
青
洲
の
研
究
書
と
し
て
座
右
に
備
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
物
に
な
り
う
る
と
確
信
す
る
。

最
後
に
著
者
が
入
手
し
た
文
献
、
資
料
類
を
華
岡
青
洲
研
究
書
誌
と

し
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
書
誌
は
華
岡
青
洲
研
究
を
行
う
に
あ
た
っ

て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
書
物
が
わ
か
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
高
橘
均
）


